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今
年
も
姦

1
0
月
1
0
、
日
日
岡
谷
の
照
光
寺

吉
田
さ
ん
（
用
陸
相
）
が
八
重
垣
姫
担
当

諏
訪
地
域
の
考
古
学
や
歴
史
学
な
ど
の
研
究
家
ら
で
つ
く
る
一
般
社
団
法
人
「
大
昔

調
査
会
」
は
1
0
月
1
0
、
1
1
の
両
日
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
演
目
「
本
朝
廿
四
孝
奥
庭

狐
火
の
芦
の
公
演
を
岡
谷
市
本
町
の
照
光
寺
光
明
闇
で
開
く
。
「
諏
訪
神
仏
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
諏
訪
地
方
で
初
め
て
上
潰
し
た
昨
年
に
続
い
て
2

回
目
。
今
回
は
文
楽
座
人
形
遣
い
の
吉
田
勘
禰
さ
ん
（
6
8
）
が
八
重
垣
姫
の
主
遣
い
を
担

当
す
る
。
表
向
け
チ
ケ
ッ
ト
を
9
月
1
日
午
前
9
時
か
ら
販
売
す
る
。
（
有
賀
政
宗
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
来
月
1
日
か
ら

「
本
朝
廿
四
孝
」
は
上
杉
謙
信

と
武
田
信
玄
の
川
中
島
の
合
戦
を

描
い
た
作
品
で
、
諏
訪
を
舞
台
に

八
重
垣
姫
の
情
熱
的
な
恋
を
描
い

た
演
目
。
「
奥
庭
狐
火
の
芦
は

全
5
段
の
中
で
も
特
に
人
気
が
高

い
。
子
ど
も
た
ち
に
も
文
楽
に
触

れ
て
も
ら
お
う
と
、
今
回
は
1
1
日

に
諏
訪
清
陵
高
校

付
属
中
学
校
（
諏

訪
市
）
で
全
校
生

徒
2
4
0
人
を
対

象
に
し
た
特
別
公

演
も
開
く
。
演
目

は
「
伊
達
娘
恋
緋

慶
子
　
火
の
見
櫓

の
段
」
。
江
戸
時
代

の
文
楽
衣
装
を
日

本
茜
と
藍
で
再
現

し
た
衣
装
を
ま
と

っ
た
「
八
百
屋
お

七
」
の
人
形
を
便

用
す
る
。
本
公
演
で
は
、
人
形
遣
い
体
験

や
御
諏
訪
太
鼓
の
奉
納
演
奏
、
吉

田
さ
ん
と
八
剣
神
社
宮
司
の
宮
坂

清
さ
ん
の
対
談
な
ど
も
あ
る
。
人

形
浄
瑠
璃
文
楽
の
地
方
公
演
は
年

々
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
い
、

吉
田
さ
ん
は
「
諏
訪
湖
の
す
ぐ
近

く
で
八
重
垣
姫
を
演
じ
る
の
は
楽

し
み
。
特
別
な
パ
ワ
ー
を
も
ら
え

る
気
が
す
る
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

大
昔
調
査
会
の
高
見
俊
樹
理
事
長

（
6
6
）
は
「
お
寺
と
い
う
特
別
な
場

所
で
の
公
演
を
、
地
域
の
多
く
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

両
日
と
も
午
後
6
時
開
演
（
開

場
は
午
後
5
時
）
。
チ
ケ
ッ
ト
は
一

般
5
0
0
0
円
で
、
全
席
自
由
。

定
員
は
各
日
1
4
4
人
。
照
光
寺
、

ぎ
ん
月
（
下
諏
訪
町
）
、
笠
原
書
店

岡
谷
本
店
（
岡
谷
市
）
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
S
H
I
K
I
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ト
ア
）
で
販
売
す
る
。

下
諏
訪
町
観
光
振
興
局
は
公
演
を

特
別
席
で
鑑
賞
で
き
、
リ
ハ
ー
サ

ル
見
学
な
ど
の
体
験
が
で
き
る
鑑

賞
券
付
き
の
宿
泊
ツ
ア
ー
（
各
日

1
0
人
限
定
）
を
企
画
し
、
予
約
を

受
け
付
け
て
い
る
。

公
演
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

照
光
寺
（
電
話
0
2
6
6
・
2
2

・
2
3
1
4
）
へ
。


